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アジア原子力協力フォーラム（FNCA）第 1８回 

上級行政官会合の結果概要について  
平 成 2 9 年 8 月 1 日  

内閣府 原子力政策担当室 
 
１．開催日時 ： 2017年7月19日（水） ～20日（木） 

２．開催場所 ： 三田共用会議所（東京都港区） 

３．主 催 者 ： 内閣府 

４．参 加 国 ： オーストラリア、中国、カザフスタン、インドネシア、日本、韓国、マレーシア、モンゴル、 

フィリピン、タイ、ベトナム、バングラデシュ （１２ヶ国）  

５．我が国の主な出席者 ： 

進藤 秀夫 内閣府大臣官房審議官 

林   孝浩 内閣府原子力政策担当室参事官 

６．会議の概要 ： 

FNCA上級行政官会合（SOM会合）は、FNCA参加国の原子力科学担当省庁・機関の局長級が出席

し、FNCA の最上位会合である大臣級会合（本年は 10 月 1１日、カザフスタンにて開催予定）の予備

的議論を行う場として位置づけられている。今回討議の結果概要は以下の通り。 

（１）2017 年度大臣級会合（MLM-2017）での円卓会議討議テーマ等について 

2016 年度大臣級会合（MLM-2016）（2016 年 11 月開催）について、SOM 事前サーベイの結果を紹介

しつつ議論を行い、会議の議題、成果、運営などの点において概ね前年同等以上の評価を得たこと

が確認された。 

次回 MLM-2017 における円卓会議のテーマについては、カザフスタンが提案した「環境保全への原

子力科学技術の応用（ Application of Nuclear Science and Technology for Protection of 

Environment）」とし、この本テーマのもと、サブテーマとして土壌汚染、気候変動、大気汚染について

議論をすることで合意した。これに関連した内容で、開催国のカザフスタン及び原子力関連国際機関

（依頼先検討中）による基調講演が行われることとなった。  

  （２）2018 年スタディ・パネルのテーマ等について 

2017 年３月に開催されたスタディ・パネル／国際ワークショップでは、「原子力損害賠償への国内枠

組みの強化(Enhancing National Regimes for the Compensation of Nuclear Damage)」というテーマで

の議論が行われた。これに関し、今回 SOM 会合においては SOM 事前サーベイの結果を紹介しつつ

議論を行い、テーマの重要性の認識及び各国が得た教訓などの点で参加国から大変高い評価を得

ることができた。 

次回のスタディ・パネルのテーマとしては、「原子力関連法の分野における国内取組みの強化

（Enhancing Domestic Measures in the Field of Nuclear Law）」を取り上げることとし、具体的には「住

民参加の法的枠組み」、「原子力安全性に関する法的枠組み」を討議内容とすることが合意された。 

また、「原子力賠償」については 2018 年以降に再度取り上げる可能性があるテーマとして留意するこ

ととした。 

 （３）ＦＮＣＡの活動、機能について 

参加各国におけるＦＮＣＡの活動、機能の重要分野を再確認したうえで、今後の方向性について議論。

当面は“技術・知識の共有”、及び“情報交換”といった活動を優先しながらも、各国での“研究開発”

についても重要なテーマであるという認識を共有した。 
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（４）FNCA 表彰 

昨年の大臣級会合での承認を受け、本年５月より受賞者の選考を開始。７月の各国コーディネータ

ーによる最終投票の結果を受け、今回の SOM 会合にて下記の通り受賞チームを決定した。 

 

- 年間最優秀研究チーム賞   : 研究炉ネットワーク (オーストラリア) 

- 年間優秀研究チーム賞     : 放射線育種 （マレーシア） 

                      電子加速器利用 （フィリピン） 

                      放射線治療 （バングラデシュ） 

                      人材育成 （マレーシア） 

     

（注）選考規定では、「年間優秀研究チーム賞」は合計３チームの受賞としているが、最終投票で４チ

ームが同数票を獲得したため、選考規定に基づき SOM 過半数の支持により「年間優秀研究チ

ーム賞」は上記 4 チームの受賞とした。   

 

年間最優秀研究チーム賞受賞チームの代表が本年１０月に開催される大臣級会合において受賞ス

ピーチを行う予定。 

 

（５）次回大臣級会合（MLM-2017）の準備状況等について 

  本年 10 月に開催予定の MLM-2017 に関連し、開催国のカザフスタンより国全体の概況及び準備状

況についての説明が行われた。MLM開催地の首都アスタナでは現在中央アジアでは初の国際博覧

会（EXPO）が開催されている（6 月 10 日-9 月 10 日）。10 月の MLM 開催時には既に閉会されている

ものの、MLM 会合前日、10 月 10 日の午前中に今回の博覧会に関連した施設を視察するツアーが

実施される予定。 

   

 MLM-2017 関連スケジュール： 

- 10 月 10 日（火） 14:00 – 17:00  SOM による事前準備会合 

-  10 月 11 日（水）  8:30 – 16:40  MLM 2017 

 

以上 




